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＜連絡事項＞

· 業者が休みに入るため、年末年始の必要物品は12/20（木）までの発注すること。

· 12/21のクリスマス忘年会にて使用予定の食事用容器が来週月曜日以降に届く予定。
⇒（届き次第、２階倉庫に保管）
· 12/17（月）10時～アドバイザー報告、13時～補充審査のため、業務より抜ける。（山田）

· 12/17（月）駒目 翔様、初外来予定。

＜外来情報＞

· 横町　浩　様～足のかかとにヒビ割れあるとのことで、ゲンタシン軟膏処方している。「スポーツ

ドリンクを飲んでるから疲れない。」と話す。また、「彼女ができるかもしれない。」との発言あり、相手について様々話してくる。

· 関　秀治　様～熱は下がったが、感冒薬の継続服用希望あり、PL顆粒３日分処方となる。足の腫

れは変わりなく、皮膚科からも内服薬継続処方されているとのこと。

· 北嶋　剛　様～膝の関節症にて通院している件を報告されている。体重を70kg台まで減量させる

よう指示あり。デイケアのプログラムについて、「役に立っている。自分のためになる。」と話される。

· 関口　禅　様～鼻水・咳・たんが出るとの訴えあり、PL顆粒5日分処方となる。KT36.7℃。

· 八木橋牧雄様～「今日は非番だけど、午後から会議に出ないといけない。」と話される。酒臭は感

じられない。４週間分の処方薬が出ている。

＜利用者様情報＞
· 駒目　翔　様～2～3日前より、来所後すぐに机に臥したり、床に臥床して過ごす姿がみられる。　　

自宅では24時～7時の7時間程眠っているが、布団に入ってからも寝付けないことがあるとのこと。

　　　　　　　　　⇒家族へ、自宅での状況について確認を行う。

· 江刺家陽輝様～「頭がガンガンする。具合が悪い。」との訴えあり、午前のプログラム時には机に

臥している。昼食後他メンバーと表情よく交流もたれており「ご飯を食べたら、元気になった。」と話される。

· 佐藤　朗子様～1/11（金）、ケア会議実施予定。

· 其田　淑子様～今週の外来時、主治医より寝てばかりいないよう指摘されているが、「プログラム

についていけない」との理由で欠席されている。

· 今野　容子様～日赤受診の結果、特に変わりないとのこと。来週、眼科受診予定。（日程は未定）

＜事例検討＞

◎小笠原　富治様（70）病名：統合失調症　通所利用年数：6年6ヶ月

～現在の治療計画～

· 日常生活のリズム確立のため、プログラム参加を促していく。プログラムでは役割を担ってもらい、他メンバーとの交流を広げる。

· 定期的に面談を設け、デイナイトケアでの振り返りを行っていく。

～現状～

· プログラム中に閉眼していることが多い。（運動療法時や作業療法時に閉眼されることはない。）

· 青風荘プログラムでは閉眼している姿はみられない。

· 他メンバーと会話している姿が多くみられるようになっている。

· 新しい内容への取り組みには若干の拒否みられるが、慣れてくると行うこと出来ている。

～今後の対応～

⇒今後も定期面談を実施しながら、様子観察を行っていく。

◎岩城　敏夫様（69）病名：統合失調症　合併症：心房細動　　通所利用年数：6年5ヶ月

～現在の治療計画～

· 妄想（特に被害妄想）が多いため、本人に説明し理解できるように助言・援助していく。

· ペースメーカー装着については、落ち着いてきているが、不安など訴えには受容・助言していく。

～現状～

· 「結婚してから発病すればよかった。そしたら子供に絵の才能の遺伝子が残ったのに･･･。」と話す事あり。

· ペースメーカーについて不安ある様子。「（電池が）どれくらいもつんだ？」「つけたから認知症になるんじゃないか？」と訴える。

· 妄想様の発言あるが、他メンバーとトラブルになることはない。

～今後の対応～

⇒現状を踏まえ、不安の訴え聞かれた際には話を傾聴し、受容・助言していく。

※以前、障害者が作成した芸術作品の展覧会が開催されたことがあり、本人の作品も応募候補となっていた。（実際には応募していない。）⇒今後、このような機会があった際には、本人へ情報提供し、応募を検討する。

◎青風荘より

五日市　公様～稲垣様に対し、以前入院していた頃のような言動・態度がみられる。

⇒・今の状況がエスカレートしないよう、スタッフの適宜介入を要する。

　　　　　　　　・青風荘でも、話し合いの場を設ける。










